



























 モロッコ王国 インドネシア共和国 
人口3） ３千 264 万 9,130 人 
（2013 年７月推計） 
２億 5116 万 0,124 人 
（2013 年７月推計） 






ズー教 1.8，仏教 0.6，儒教 0.1，その
他 0.17） 









出生率11） 2.2 2.1 
出生時平均寿命 
（年） 






















 予算の都合から調査協力者は２名とし，Gontor Ptri I という女子校から見習い教師（同
校の卒業生で後輩を指導しており，現役大学生でもある）と，Pondok Pesantren Pabelan と
いう Gontor 学園の系列校の女子生徒に協力を仰ぐこととした。それは，昨年度の本誌で報
告した訪問時の印象から，Gontor の本校である男子校は細部に至るまでかなり徹底して，
同校の教育方針に基づいて運営されているように見え，変化に対しては Gontor Ptri と
Pondok Pesantren Pabelan の２校の方が可能性をもっていると感じたことによる。また，
Gontor Ptri I に協力を求めることとした時点で，調査のために来日してもらう際に，行動
を共にするのが同性であることがイスラームの文化を考えるとより望ましいと考えられた
ため，Pondok Pesantren Pabelan は共学であるが女子生徒に協力を仰ぐこととした。 
 調査は次の２部で構成することとした。 
調査１）ジャカルタで大型書店と Islamic Book Fair を訪問しての調査（2012 年３月
10，11日） 
調査２）日本で東京の学校図書館と国立国会図書館国際子ども図書館を訪問しての
調査（2012 年５月 28，29，31，６月１日） 
 調査協力者は，研究の趣旨を説明して「敬虔なムスリムの女性。今回の来日が与える影
響の大きさを期待できるという意味で，外国に渡った経験の無い者が望ましい」という希
望を伝え，所属校の校長にそれぞれ１名ずつを推薦してもらい，Gontor Ptri I の見習い教
師のＨさんと，Pondok Pesantren Pabelan の高校１年生のＩさんにお願いすることとなった。
Ｈさんは，1989年７月生まれのジャワ人で，実家は中部ジャワ州テマングン（Temanggung）
にあり，同地で 1993～1995年に幼稚園，1995～2001 年に小学校に通った。そのあと，2001
年から 2007年まで全寮制の Gontor Ptri で中等教育を受け，2007年に Gontor 学園の系列大
学で，ポノロゴという東ジャワの町にある Gontor 本校（男子校）に隣接した，Darussalam 
Institute of Islamic Studies という高等教育機関に入学してイスラーム思想を学びながら，























国や日本などの NGO がその多くを担ってきたということがあった。近年，米国の NGO組










えば，大阪大学グローバルコラボレーションセンタ （ーGlobal Collaboration Center: GLOCOL）









































2012 年３月 10 日（土） ジャカルタ着；大型書店 Gramedia（ジャカルタ中心部の Grand Indonesia シ
ョッピングモール内）訪問  
2012 年３月 11 日（日） Islamic Book Fair（http://www.islamic-bookfair.com/）を訪問  




2012 年５月 28 日（月） 来日；午後に渋谷教育学園渋谷中学高等学校を訪問 
2012 年５月 29 日（火） 午前に東京学芸大学附属大泉小学校；午後に東京学芸大学附属国際中等教育
学校を訪問 
2012 年５月 30 日（水） 休日 
2012 年５月 31 日（木） 国際子ども図書館を訪問 
2012 年６月 １ 日（金） 東京都荒川区にて第一日暮里小学校，諏訪台中学校，峡田（はけた）小学校
を訪問；荒川区教育委員会指導室学校図書館支援室を訪問 

















































































 これらの文書では，国立読書観測所（今回の英訳では The National Reading Observatory
とされている）の設立が提案されている。これらの文書を手渡してくださったモロッコ人
によれば，左派政権の時代に図書館および学校図書館を発展させる政策が提案された，こ
れらの文書はそのときのものということであった。左派政権とは，1998 年から 2007 年ま
での人民勢力社会主義同盟（The Socialist Union of Popular Forces: USFP）による政権の
ことである。「観測所」とここで訳したのは，フランス語の「Observatoire」のことと考えて
いるが，この響きに筆者は覚えがあった。2012 年２月にスペインのバルセロナを訪問した
際，バルセロナ大学に「L'Observatori de Biblioteques, Llibres i Lectura」という組織があっ
て，その活動と成果について同大学の教授陣に話を聞いた19）。このときにも通訳の方が
「Observatori」の訳語に困っていて，最終的に「観測所」でしょうか，となったのであっ











た。Kadi氏は，IFLA の「政府機関図書館のためのガイドライン」（Guidelines for Libraries of 
Government Departments）を英語からアラビア語に翻訳した方で，その翻訳作業を仲介した，
レバノンの外務・移民省の司法センターおよび文書管理（Legal Center and Documentation, 
Ministry of Foreign Affairs and Emigrants）の図書館長であり，IFLA の政府機関図書館分科













 Rebecca Knuth は，産業化された国での学校図書館が，許容できる基準；効果的な職員配
置と資格付与のあり方；政府の支持と財政的支援；説得力ある論理的根拠；専門職化に影
響を受けているとした21）。また，同じく Knuth の研究に刺激を受けて，シンガポールの Lim 





































                           
 1） 中村百合子「科研費研究の進捗状況報告」『St.Paul’s Librarian』No.26，2012.3，p.74-78． 
 2） The World Bank.“Data,” http://data.worldbank.org/ <最終アクセス 2013 年 4 月 1 日>, 
 3） データはアメリカ合衆国 Central Intelligence Agency.“The World Factbook,”
https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/<最終アクセス 2013 年 4 月 1 日>による。 
 4） 外務省「各国・地域情勢」 http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/morocco/data.html <最終アクセス 2013
年 4 月 1 日>による。 
 5） 前掲 3）. 
 6） 前掲 4）. 
 7） 前掲 4）. 2010 年の宗教省統計に基づくとのこと。 
 8） 前掲 4）. 
 9） 前掲 3）. 2000 年の国勢調査に基づくとのこと。 





















                                                                                   
15） シャンティ国際ボランティア会の活動については，同会が編集した『図書館は，国境をこえる：国際協




18） Ann Curry, Tanya Thiessen, and Lorraine Kelley. “Library Aid to Developing Countries in Times of 




20） Observatoire National de la Lecture. http://onl.inrp.fr/ONL/garde <最終アクセス 2013 年 3 月 28 日> 
21） Rebecca Knuth.“Factors in the Development of School Libraries in Great Britain and the United States: A 
Comparative Study,”International Information and Library Review，Vol.27，Issue 3，1995.6，p.265-282． 
22） 2013 年 1 月 12 日に東京大学福武ホールで開催された School Library Initiatives for Asia & Pacificの Forum
に Han氏が講師として招かれていて，研究についてうかがうことができ，後日，資料をメールで送付し
ていただいた。 
23） 日本の図書，図書館等の対外発信という「ソフト・パワー」については，新しいもので，松本智子「第 2
章 出版メディアにおける『武士道』と『IQ84』のあいだ」『ソフト・パワーのメディア文化政策；国際発
進力を求めて』佐藤卓巳，渡辺靖，柴内康文編，新曜社，2012，p.219-246.で議論の整理がされている。 
